
輪島港の海士（あま）地区で 
係留施設の復旧が完了しました 

令和６年度能登半島地震により甚大な被害を受けた輪島港

においては、泊地の浚渫や係留施設の復旧を進めています。 

このたび、海士地区の荷捌所周辺にある物揚場（-4.0m）の全

体延長１５０ｍについて、３月２５日に本復旧が完了する見通

しとなりました。 

この物揚場の本復旧完了により、漁船の停泊や陸揚げ作業、

舳倉島フェリーへの乗降が安全かつ円滑に行えるようになり、

漁業者やフェリー利用者の利便性が向上します。 

今後とも、輪島港の一日も早い復旧完了に向け、被災した施

設の復旧を着実に進めていきます。 

○復旧した係留施設の概要

（別紙１参照）

〇現地の説明・取材 

取材を希望される方は、以下の日時に現地へお越しください。 

日時：３月２５日（水）８：３０ 

場所：輪島港（別紙２参照） 

取材を希望される場合は、３月２４日（火）１５時までに 

取材登録書の提出をお願いします。 

※天候等により中止する場合は、前日１７時までに連絡します。
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